
総括コメントについて（１）

レベル４

レベル３

レベル２

レベル１

〈判定の要素〉
新規感染者数を基にレベル分けを行うが、接触歴不明者割合や地域別の状況・高齢者発生数等
も踏まえ総合的に分析

感染が拡大しており特別な警戒が必要/感染縮小の兆候があるが特別な警戒が必要

感染拡大の兆候があり注意が必要/感染縮小しつつあるが注意が必要

感染が拡大しつつあり警戒が必要/感染縮小の兆候があるが警戒が必要

感染者数は一定程度にとどまっている

１ 感染状況

〈総括コメント（５段階）〉

レベル５ 感染が広範囲に拡大しており最大限の警戒が必要

新規感染者数 接触歴不明者割合 参照

レベル５ １０万人あたり２００人/週以上 ５０％

レベル４ １０万人あたり１００人/週以上 ４０％ 2020.12.11より運用の基準では、10万人あたり
5人発生相当をレベル４と設定していた

レベル３ １０万人あたり５０人/週以上 ３０％

レベル２ １０万人あたり２０人/週以上 ２０％

レベル１ 上記未満 上記未満

2022.4.29より基準改訂*

*基準改訂の理由：2020.12.11運用開始当時と2022.04.29時点では、感染者：入院患者の比がおおよそ１：１から、１：２０に変化したため、
週当たりの感染者数を20倍引き上げた



総括コメントについて（２）

〈判定の要素〉
〇 下記病床の状況に加え、入院患者数や重症患者数等も踏まえ総合的に分析

２ 医療提供体制

レベル４

レベル３

レベル２

レベル１

体制が逼迫していると思われる

体制逼迫の兆候があると思われる/体制逼迫の状態は緩和されつつあると思われる

体制が逼迫しつつあると思われる/体制逼迫状態は緩和の兆候があると思われる

通常の体制で対応可能であると思われる

レベル５ 体制が極度に逼迫していると思われる

〈総括コメント（５段階）〉

入院割合 参照

レベル５ １/2以上

レベル４ １/3以上

レベル３ １/4以上

レベル２ １/5以上

レベル１ 上記未満

2022.4.29より運用の基準*


